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研究成果の概要（和文）：本研究では、ラダックにおける紛争の形態と歴史的背景、紛争解決戦略について分析
した。ラダックの人々は、国際的に認知されたノーベル平和賞受賞者であり、非暴力の象徴であるダライ・ラマ
14世を頂点とする、今やグローバル化したチベット仏教との連帯を強化することで国際的支持を味方につけ、カ
シミールのムスリムとその背後にあるパキスタンに対抗し、さらには中国に対峙しながら、同時にラダック人と
しての独自の伝統文化とアイデンティティの維持を図ることにより多民族間、多宗教間の共存に向けた倫理的戦
略、文化的戦略、制度的戦略という多面的紛争解決戦略を有効に展開していることが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：This study examines the historical background of conflicts and conflict 
resolution strategies in Ladakh. Buddhist Ladakhis have sought world support in dealing with Muslims
 in Kashmir and Pakistan, and in dealing with China, through strengthening their solidarity with the
 now-globalized Tibetan Buddhism, headed by the Dalai Lama XIV, an internationally recognized Nobel 
Peace Prize winner and a symbol of nonviolence. At the same time, Ladakhis are developing 
multifaceted conflict resolution strategies, i.e., ethical-, cultural- , and institutional 
strategies, toward a multiethnic and multi-religious coexistence while aiming at keeping their 
traditional culture and identity as Ladakhis. As a result, these conflict resolution strategies 
effectively function for achieving peace among the multiethnic and multi-religious peoples of 
Ladakh.

研究分野： 人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）ヒマラヤ山脈とカラコルム山脈に挟ま
れたラダック王国は、中央アジアとインドと
を結ぶ国家間長距離交易路の拠点として
1834 年まで仏教王国として独立していたが、
ドグラ王国に滅ぼされ、大英帝国領となった
後、1947 年以降は新たに独立したインドに
帰属することとなった。パキスタン、チベッ
ト・中国との国境地帯のため、長期にわたり
入域制限がとられていたが、1976 年には外
国人に対しても解放された。しかし、現在、
観光・開発に伴う経済・文化資源をめぐり、
ジャム・カシミール州の多数派を占めるムス
リムとの対立が表面化し、1989 年にムスリ
ムと仏教徒の間に武力衝突が勃発し、一時入
域制限地区となった。しかし、近年この制限
が解かれ、外国人にも再び開かれることにな
った。もっとも、最近のラダックにおいても、
ムスリムと仏教徒の間の民族的・宗教的対立
は継続しており、また、ラダック西部におけ
るインドとパキスタンとの停戦ライン地帯
での軍事的衝突は常態化している。さらには、
インドと中国との未確定国境線をめぐり、ラ
ダック北部および東部において頻繁にイン
ド軍と中国軍による小競り合いが続いてい
る。このように、ラダックは、地域内部、お
よび外部にまたがる多様な紛争を抱えなが
ら、現在、急激な現代化とグローバル化の只
中にあり、人々の生活と価値観は大きく変化
し、インターネットを通したグローバルな情
報の収集、発信が可能となってきている。 
 
（２）研究代表者は、従来から、紛争研究を
アイデンティティという視点から分析して
きた。広く東北アジア諸民族の文化復興とア
イデンティティの形成、チベット難民におけ
る新しいエスニシティの形成に関する調査
研究のみならず、マクロな視点からの紛争研
究に関する国外の研究動向を把握してきた。
その結果、紛争と紛争解決は外的条件のみな
らず、人々のアイデンティティと意識という
内的条件という視点から解明する必要があ
ることが明らかになった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究計画は、ラダックにおける紛争
の形態の変化とその条件を明らかにし、その
上で、ラダックの人々が現在の紛争の激化を
いかに回避し、いかに解決しようとしている
のかを、倫理的戦略、文化的戦略、制度的戦
略という現在進行中の具体的活動からなる
多面的紛争解決戦略に焦点を合わせ、記載、
分析し、それらの有効性について検証する。 
 
（２）具体的には、①ラダックにおける紛争
の形態の変化とその条件を明らかにする。②
紛争回避、解決のためにとられる倫理的戦略、
文化的戦略、制度的戦略という多面的紛争解
決戦略の実態を明らかにする。③ラダックの
人々が、これらの多面的紛争解決戦略を選択

するに至った、外的条件と内的条件を分析し、
さらに、紛争解決戦略の実践の効果を明らか
にする。そして、ラダック人としてのアイデ
ンティティを維持しながら、多民族間、多国
家間の共存に向けた紛争解決戦略とその有
効性について検証する。 
 
３．研究の方法 
（１）インド国ジャム・カシミール州ラダッ
クにおいて、フィールド調査を実施する。日
本においては、文献資料調査、インターネッ
トによって発信される情報の収集、および日
本在住のラダック人における情報ネットワ
ークの形成に関する調査を行う。これらの調
査研究に基づき、資料の整理、分析を行い、
研究会における発表、討論、レビュー、総括
を経て、その成果をまとめる。 
 
（２）フィールド調査における研究方法は、
参与観察、聞き取り、デジタルカメラ、MD レ
コーダなどの機器によるフィールドデータ
の収集と記録、文献情報資料の収集からなり、
情報データの整理、解析が行われる。 
 
４．研究成果 
（１）①平成 27 年度においては、インド国
ジャム・カシミール州ラダックにおいて、ラ
ダックにおける紛争の形態の変化とその条
件についてのフィールド調査を実施した。ま
た、インド国カルナタカ州バイラクッペにお
けるダライ・ラマ法話に関する調査を実施し、
紛争解決における倫理的戦略としてのダラ
イ・ラマ 14 世の「世俗の倫理」の内容と普
及、および仏教哲学における空と慈悲の観念
に基づく「心の制御」の内容と実践に関する
分析を行った。国内においては、紛争形態の
変化とその条件について、文献資料調査、イ
ンターネットによって発信される情報の収
集、および日本在住のラダック人における情
報ネットワークの形成に関する調査を行っ
た。また、ギリシャ、デルフィのヨーロッパ
文化センターで開催された国際シャマニズ
ム研究学会第 12 回大会「聖なる場とシャマ
ニズムにおける紛争転換、歴史、空間、力」
に参加、研究発表を行い、中間研究成果のレ
ビューを受けた。 
②平成 28 年度においては、紛争解決のた

めの文化的戦略としてのラダック祭に関す
るフィールド調査資料の整理、分析を進めた。
国内においては、ラダックからインターネッ
トにより発信される情報の収集、分析、デー
タベース化、および、日本在住のラダック人
における情報ネットワークの形成に関する
調査を行った。また、ノルウェーのベルゲン
大学において開催された国際会議、第 14 回
国際チベット学会セミナーに参加し、ラダッ
クにおけるダライ・ラマ 14 世の平和維持に
おける役割について研究発表し、中間研究成
果についてのレビューを受けた。さらに、日
本学術振興会で行われた特設分野研究代表



者交流会に出席し、現代の西チベット、ラダ
ックにおける紛争の形態と紛争解決戦略の
分析について進捗状況の発表、意見交換を行
った。 
③平成 29 年度においては、紛争解決のた

めの制度的戦略に関する分析のため、制度的
戦略としてのラダックの政治的地位をめぐ
る改革要求運動に関するラダックでのフィ
ールド調査、および紛争関係文献資料調査を
行った。また、インド国ブッダガヤでのフィ
ールド調査を行い、ダライ・ラマ 14 世の法
話を通した異なる宗教の平和的共存に向け
たメッセージ発信の実態について検討した。
国内においては、「ナマステ・インディア文
化祭」（東京）におけるインド政府派遣北部
芸能文化協会ラダック文化公演、および、「し
あわせの経済世界フォーラム」（東京）に参
加し、現代のラダックの文化、社会、経済活
動と紛争解決の問題点に関する調査を行っ
た。さらに、日本学術振興会で行われた特設
分野研究代表者交流会に出席し、現代の西チ
ベット、ラダックにおける紛争の形態と紛争
解決戦略の分析についての発表、意見交換を
行った。また、第 71 回日本人類学会大会シ
ンポジウム（於東京大学）において、ラダッ
クにおける紛争解決戦略と心の人類学に関
する研究発表を行った。 
 
（２）①ラダックにおける紛争の歴史的背景
の分析の結果、ラダック王国第 1次王朝から
第 2次王朝を通して、イスラーム化したラダ
ック西方隣接諸国からのラダック王国に対
する攻略が続くことが明らかになった。その
過程は、直接軍事行動と戦闘行動のみならず、
ラダック国王とイスラーム王妃の婚姻とい
う両国の姻戚関係の樹立という方法を伴う
ものであった。その結果、ラダックは仏教徒
とムスリムを含む多民族・多宗教による共存
社会を形成した。その後、ラダック王国はド
グラ戦争（1834 年）により独立を失い、ジャ
ム、ドグラ地方のグラブ・シン王の藩王国に
統合され、インド独立後はジャム・カシミー
ル州に含まれている。 
②ジャム･カシミール州における紛争の展

開は、1947 年のインド独立後のカシミールの
帰属問題に端を発するものであり、宗教間の
対立があるとしても、ムスリムとヒンドゥー
教徒間の対立であり、仏教徒とは本来は関係
がないはずであった。しかし、ラダックがジ
ャム・カシミール州に帰属したことによりラ
ダック問題が喚起された。また近年の急激な
現代化の中で、カシミール問題がラダック内
部の問題と連動し、広範囲な政治・宗教対立
を引き起こすに至った。その結果、仏教徒と
ムスリムという宗教的帰属性が両集団を政
治的に分離する指標として働いたのである。 
 
（３）①紛争解決における倫理的戦略として、
ダライ・ラマの「心の制御」というメッセー
ジを通して、ラダックにおけるムスリムと仏

教徒との間の民族的・宗教的対立による紛争
の激化は効果的に回避されていることが明
らかにされた。また、ラダック、とりわけレ
ー地区においてはマイノリティーであるム
スリムにとっては、ダライ・ラマ 14 世と友
好関係を結ぶことは、ダライ・ラマ 14 世を
通して仏教徒を制御することができるとい
う利点があり、紛争激化の回避は、ムスリム
にとっても望むところとなっている。ここで
は、ダライ・ラマ 14 世はムスリムと仏教徒
との間の衝突を停止させるための仲介者と
しての役割を果たすことが明らかにされた。 
②ラダックの仏教徒、チベット難民、ラダ

ックのムスリム等の参加、協力のもと、毎年
9 月に 2 週間にわたって開催されるラダック
祭という文化行事が、ラダック地区における
多民族、多文化という特徴を演出することに
より、人々の間に共存と調和という意識を醸
成させ、紛争の激化の回避に貢献しており、
紛争解決における文化的戦略としての意義
をもつことが明らかにされた。 
③紛争解決における制度的戦略として、ム

スリムと対立する仏教徒の政治的要求によ
り、新たに採用されたインド国内法である指
定部族法令（Scheduled Tribes Order）のも
とでの、ラダック自治山麓開発協議会
（ Ladakh Autonomous Hill District 
Development Council）の設立の意義を検討
した。これにより、政治的、経済的改革が進
み、ムスリムと仏教徒との間の暴力的衝突が
収束されてきた。ただし、仏教徒が進めてき
た、ジャム・カシミール州からの分離・独立
とインドにおける連邦直轄領地位（Union 
Territory Status）の要求運動には進展が見
られず、ムスリムと仏教徒との間の緊張関係
は継続することが明らかにされた。 
④この緊張を高めないよう抑止するのが、

ダライ・ラマ 14 世による「心の制御」とい
う倫理的戦略であり、多民族、多文化、多宗
教を容認するラダック祭を通した文化的戦
略であると解釈することができる。したがっ
て、紛争解決における倫理的戦略、文化的戦
略、制度的戦略は相互に補完し合いながら多
面的紛争解決戦略として有効性を持つこと
が明らかにされた。 
 
（４）これら一連の研究の結果、ラダックは
広い意味でのチベット文化圏の一地域とし
て位置づけられる一方で、人々は、独自の歴
史的背景からチベット人ではなく「ラダック
人」であるとのアイデンティティを維持して
いることが明らかになった。また、現在のラ
ダック内におけるムスリムと仏教徒との間
の民族的・宗教的対立、および、インド、パ
キスタン、中国との間の国際的緊張の中で、
ラダックの人々は、ノーベル平和賞受賞者で
あり、非暴力の象徴であるダライ・ラマ 14
世を頂点とするチベット仏教との連帯を図
ることで国際的支持を味方につけ、カシミー
ルのムスリムとその背後にあるパキスタン



に対抗する戦略を採っていることが明らか
になった。さらには中国に対峙しながら、同
時にラダック人としての独自の伝統文化と
アイデンティティの維持を図ることにより、
ラダック地域内における多民族、多文化、多
宗教の共存と調和に向けた戦略を展開して
いると結論づけることができる。 
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